







































決平成 26年 3月 17日刑集 68巻 3号 368頁 7 である。争点は、数ヶ月もの時間
的離隔に加え、さらに数十キロメートルの場所的離隔をも伴う同一被害者に
対する暴行の反復累行から生じた複数の傷害結果を、傷害の一罪として処理
ル刑法 4 巻（第 3 版・2013）167 頁〔中山善房〕、および、拙稿「罪数論」伊東研祐＝松宮
孝明編・リーディングス刑法（2015）369 頁。
4　虫明満「連続一罪の構成（1）」名法 73 巻（1977）45 頁を皮切りに、同「法条競合と包
括一罪（1）～（4・完）」香川 5 巻 2 号（1985）109 頁以下等を収蔵した、一罪の構造に関
する総合的研究書として、同・包括一罪の研究（1992）が公刊されている。
5　本件を取り扱う評釈や文献として、早渕宏毅「判解」研修 743 号（2010）13 頁、松宮孝明「判
解」法セ 667 号（2010）123 頁、同「詐欺罪の罪数について」立命 329 号（2010）1 頁以下、
拙稿「組織的な募金詐欺における犯罪の個数」阪法 60 巻 2 号 （2010）187 頁、古江頼隆
「街頭募金詐欺と包括一罪」刑ジャ 25 号（2010）80 頁、佐久間修「第三者を利用した詐欺」
研修 750 号（2010）3 頁、青木陽介「包括一罪に関する議論の新動向（1）」上法 54 巻 2 号
（2011）138 頁、同「包括一罪に関する議論の新動向（2・完）」上法 54 巻 3 号＝ 4 号（2011）
120 頁、滝沢誠「判批」専修ロー 6 号（2011）285 頁、佐伯仁志「連続的包括一罪について」
植村立郞判事退官記念論文集第 1 巻（2011）23 頁以下、亀井源太郎「判解」判例セレクト
2010 Ⅰ（2011）33 頁、玄守道「判解」速報判例解説 9 号（2011）159 頁、渡辺咲子「判解」
ジュリ 1420 号（平成 22 年度重判）（2011）206 頁、島田聡一郎「判評」ジュリ 1429 号（2011）
144 頁、丸山雅夫「判批」判時 2154 号 174 頁、同「連続的包括一罪－街頭募金詐欺の罪数」
南山 36 巻 2 号（2012）175 頁以下、家令和典・曹時 65 巻 2 号（2012）263 頁、只木誠「包
括一罪か併合罪か（2）」山口＝佐伯編刑法判例百選Ⅰ総論（第 7 版・2014）204 頁、橋爪隆「包





7　本件を取り扱う評釈として、中島宏「判解」法セ 714 号（2014）134 頁、拙稿「判批」刑ジャ
42 号（2014）85 頁、山本雅昭「判解」判例セレクト 2014 Ⅰ（2015）31 頁、高倉新喜「判
解」前掲判例セレクト 2014 Ⅱ 39 頁、丸山「判解」ジュリ 1479 号（平成 26 年度重判）（2015）
161 頁、宮木康博「判解」前掲ジュリ 1479 号 185 頁、本田稔「判解」法セ 720 号（2015）
119 頁、橋爪・前掲法教 419 号 114 頁、松澤伸「判評」判時 2262 号（2015）246 頁（判例
評論 679 号 12 頁）、吉川崇「判解」警察学論集 68 巻 3 号（2015）177 頁、西山卓爾「判研」



























括一罪（検察研究所資料第 51 号）（1952）1 頁、大塚仁・注解刑法（増補第 2 版・1977）
361 頁、虫明満「連続一罪の構成（1・2 完）」名大法政論集 73・74 号（1978）、大塚仁ほか編・




















































（一）最決平成 26 年 3 月 17 日の概要
まずは、近時における包括一罪の議論にさらなる一石を投じることになっ
た最高裁平成 26年 3月 17日決定からみることにしよう。
（1）被告人甲は、平成 14年 1月頃から同年 2月上旬頃までの間、被害者 A
に対して、同方において多数回にわたり、その両手を点火中の石油ストーブ
の上に押し付けるなどの暴行を加えて同人に傷害を負わせた。
また、甲は、共犯者と共謀の上、平成 14年 1月頃から同年 4月上旬頃ま
での間、A に対して、同方において多数回にわたり、その下半身を金属製バッ
トで殴打するなどの暴行を加えて同人に傷害を負わせた（A 事件）。













































（二）最決平成 26 年 3 月 17 日以前の裁判例
（1）まず、最決平成 26年 3月 17日と同様に、同一被害者に対する時間的・
場所的離隔をともなう暴行の反復累行に基づく傷害罪の罪数をめぐっては、







また、広島高岡山支判昭和 29年 3月 16日高検速報昭和 29年 10号 12 は、数
個の暴行が 50 メートルほどの隔たりをもってなされた事案につき、同一犯
意による意思の継続を理由に全体的に観察して傷害の一罪を認める。他方、





















































































































第 3 巻（1979）286 頁以下、同・刑法総論［犯罪論］（2001）245 頁以下、山口・刑法総論
（第 2 版・2007）364 頁、浅田和茂・刑法総論（補正版・2007）472 頁、曽根威彦・刑法総






判（平野龍一「罪数」法セ 144 号（1968）42 頁。同旨として、村崎精一「刑法における法






21　団藤重光・刑法綱要総論（第 3 版・1990）441 頁、大塚仁「人格的刑法学の構想」法教
113 号（1990）24 頁、同・刑法概説（総論）（第 4 版・2008）491 頁、佐久間修・刑法総論（2009）

























23　虫明満「連続一罪の構成（2）」名大法政論集 74 号（昭 53）63 頁以下、同「包括的一罪」
刑法基本講座第 4 巻（1992）303 頁、林幹人「罪数論」刑法理論の現代的展開総論Ⅱ（1990）
271 頁以下、同・刑法総論（第 2 版・2010）28 頁及び 450 頁。
24　包括一罪の法的構成は諸説あるが、法益主体の同一性を包括一罪の要件とみる見解は
学説上支配的である。たとえば、福田平・全訂刑法総論（第 5 版・2011）306 頁以下、大
塚（仁）前掲総論 491 頁、大谷實・新版刑法講義総論（第 4 版・2012）481 頁、中山研一・
刑法総論（1982）526 頁以下、曽根威彦・刑法総論（第 4 版・2008）279 頁、川端博・刑法
総論（第 3 版・2013）646 頁、浅田和茂・刑法総論（補正版・2007）477 頁、虫明・前掲
包括一罪の研究 206 頁以下、伊東研祐・刑法講義総論（2010）399 頁以下、林幹人・刑法
総論（第 2 版・2008）451 頁、西田典之＝山口厚＝佐伯仁志・注釈刑法第 1 巻総則（2010）
715 頁以下〔山口厚〕、高橋則夫・刑法総論（第 2 版・2013）501 頁、松原芳博・刑法総論
（2013）449 頁、松宮孝明「詐欺罪の罪数について」立命 329 号（2010）24 頁以下、井田良・



























の点について、林（幹）・前掲総論 456 頁。なお、小林憲太郞・刑法総論（2014）178 頁。
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